
年度 江戸川区「行政評価」事務事業分析シート

　

平成１７年8月

 【江戸川区民・１８年４月１日現在区総人口】

＊17年8月からの8か月分 ＊17年度の2倍 ＊17年8月からの8か月分

 ア 常勤職員

 イ 非常勤職員 　

 ウ 臨時職員 　

《実施の根拠となる法令等》　

　江戸川総合人生大学運営要綱　江戸川総合人生大学事業実施要綱
《民間委託やボランティアなどとの協働の状況》　

　総合人生大学学生と事務局が協働してＨＰを運営。ＨＰのうち学生生活に関する部分は、学生ＨＰ

管理者が情報を作成し、事務局の承認によりＨＰに掲載する方法を採用しています。

《その他》

　大学設立（１６年１１月）以来、江戸川区ホームページを利用して情報提供してきましたが、

より豊富で詳細な情報を提供するために、１７年８月に総合人生大学ＨＰを開設しました。

2,198千円

833千円
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0.0人

0.0人
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　ＨＰの閲覧回数は、総合人生大学に対する区民
の関心度を示しています。 区民の関心が高まるに
は、大学と学生とによる魅力的な活動と情報の発
信が必要です。
　ＨＰの閲覧回数は、間接的に、こうした点への
区民の評価を示すものと考えられます。
　今後情報発信の充実を図り、魅力あるホーム
ページの作成を目指します。
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事 業 名

(03) 5676-2431 (直通)電話番号

6 20作成日 月

所 属 名

総合人生大学ホームページ

経営企画 部 企画 課 総合人生大学推進室

4,000回 1,274回 

　

　主要経費はホームページのインターネット
アプリケーションソフト使用料とメンテナン
ス費用です。
　17年度はこの他にホームページ立ち上げに
要した作成委託経費（525,000円）が含まれ
ています。
　アクセス1回あたり経費は、この立ち上げ
に要した経費を除外して算出してあります。

　ＨＰには学生同士の情報交換・交流に活用でき
るように会員登録によって利用できるページが設
けてあります。
　そのログイン回数は、総合人生大学の学生によ
るＨＰ活用度を示しています。
　学生の活動が活発化し、情報や交流が増えるに
つれログイン回数も増えると考えられます。

　

660,91４人　

　
（16年度）

　

　 区民が地域の課題を探るなかで自分らしい地域との関り方を見つけだし、互いに自己の経験
と知恵を出し合いながら生きがいをもって社会に貢献することが、江戸川区の地域力を高め、
安心安全のまちづくりにつながります。
　総合人生大学は、このような地域を支え社会貢献を志す区民を応援するために、①『共育』
『協働』の社会づくり、②ボランティア立区の推進、③『地域文化』の創造と継承　を基本理
念として平成16年10月に開学しました。こうした大学開設の目的実現にむけて、ホームページ
を活用して、大学の授業の様子や大学主催行事、学生による地域貢献活動の紹介などの情報発
信を行います。

10,768回 20,000回 

197回
（16年度）

＊１７年８月～

学生のログイン回数

《事業の開始年度》

内
訳

17年度 17年度

17年度 20年度
目　標

17年度 20年度
目　標

対 象 者

経費の説明

ホームページアクセス回数成果・目標指標① 成果・目標指標②

ホームページ内容更新回数活動指標①

17年度
事業実施経費

活動指標②

《事業の目的及び概要》

・内容更新1回あたりの経費は１１,１５７円
・アクセス1回あたりの経費は　　 １５５円

1/3



　

そう思う そう思わない

5 4 3 2 1

1 4

2 2

3 4

4 4

5 4

6

7 1

8 1

9 3

10 2

 

 

　【効率性】

経費を削減できる可能性がある。

効率的に実施するために、工夫、改善等の可能性がある。

 

成果が上がっている。

公費を投じて実施するべき事業である。

　【有効性】

　【公平性】

 

 

　【民間活力の活用】　※既に実施している場合は備考欄に表記し、評点は「1」とする。

 

＊非該当

平成１８年度 江戸川区「行政評価」内部評価シート

他の事業と整理、統合する可能性がある。

目的を果たすために有効な事業である。

備　　　考評価項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評点　

1整理番号

所属名

 

事業名

　【必要性】

総合人生大学ホームページ

所 管 課 長 評 価

経営企画 部 企画 課 総合人生大学推進室

ボランティアやＮＰＯの活用の可能性がある。

受益者負担の額は適切である。

対象者や実施回数等は適切である。

　総合人生大学は、区をあげて進める「共育」「協働」の理念を象徴する事業として、大変重要な意味を
持っています。
　学生数は200名足らずでも、２年間の学びの成果は、地域との深いつながりの中で、その価値を高める
ことができます。
　ホームページは、大学と地域をつないで、情報発信の場として大きな役割が期待できます。
　まだまだＰＲは不足しており、更なる充実が望まれます。

 

所管部長の意見等

民間事業者への委託等の可能性がある。

一部を学生が運用
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※評価欄の数字は、各項目の評価点です。

外 部 評 価 委 員 評 価

評価項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評　点　 備　考

　【必要性】

公費を投じて実施するべき事業である。  

他の事業と整理、統合する可能性がある。  

所属名 経営企画 部 企画 課 総合人生大学推進室

平成１８年度 江戸川区「行政評価」外部評価シート

整理番号 1 事業名 総合人生大学ホームページ

　【有効性】

目的を果たすために有効な事業である。  

成果が上がっている。

効率的に実施するために、工夫、改善等の可能性がある。  

　【公平性】

対象者や実施回数等は適切である。  

受益者負担の額は適切である。 ＊非該当

経費を削減できる可能性がある。  

○　重要な施策であるが、他に存在するカルチャー講義との統合連携などが必要ではないか。
○　人生大学について区報などによっても情報発信し、地域貢献の活動の様子など、様々な内容を提供
してほしい。

　【民間活力の活用】　※既に実施している場合は備考欄に表記し、評点は「1」とする。

ボランティアやＮＰＯの活用の可能性がある。

民間事業者への委託等の可能性がある。

外部評価委員の意見

　【効率性】
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